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宮城県本吉響高等学校 

酒井綾乃さん（３年）全国総文祭へ！ 
■７月３１日（月）から開催される第４１回全国高等学校総合文化祭の美術・工芸部門に酒井綾乃さん（津谷中）の作

品が展示されることになりました。今年は宮城県が開催地となります。芸術文化活動に取り組む全国や海外の高校

生約２万人が宮城県に集い，日頃の成果を発表し，技を競い，交流を深める「高校生最大の芸術文化の祭典」です。 

   －自分の作品が展示されると聞いて，どんな気持ちでしたか？ 

「すごく嬉しかったです。全国に行くことが目標でしたので。また，好きな漫画家の講演があると分かっていて，是非聞    

いてみたいと思っていたので，それもモチベーションになりました。」 

  －制作にあたって，苦労した点は？ 

「どうしたらもっと手の込んだ作品になるか，を常に考えながら

作りました。」 

  －美術部顧問の藤原先生からはどのようなアドバイスを？ 

「『発泡スチロールを選んだことがよかった。』と言われました。

色を工夫するようにアドバイスをしていただきました。」 

  －全国ではどのようなことを楽しみにしていますか？ 

「いろいろな高校生の作品を見て，良い影響を受けて，それを今
後の自分の作品作りに生かしていきたいと思っています。」 

今年も地域に貢献します！ 

     ～ハンドインハンド部～ 

■４月１５日（土），赤岩児童館でボランティア説明会が行

われ，本校から１２人のハンドインハンド部のメンバーが参

加してきました。当日は，気仙沼西高校，気仙沼向洋高校の

ボランティア活動をしている生徒も集まり，昨年度の各校の

ボランティア活動の取り組みを発表しました。その後，児童

館で使用する手作りのおもちゃの手直し作業を行いました。 

朝はさわやかなあいさつから 
■登校坂を上って来るとどの生徒も立ち止まって元気よくあ

いさつをしています。昨年から始まったこの活動は見ていて

清々しく，今日も一日頑張ろうという気持ちにさせてくれま

す。また，廊下ですれ違う時にもあいさつをしてくれます。 

 あいさつ運動それ自体は多くの学校で取り組んでおり特に

目新しいことではありませんが，あいさつは人間関

係を取り結ぶ基本中の基本。だからこそ大切にし，

しっかりと身に付けていきたいものです。 

進路希望状況 
■今年度１回目の進路希望調査の結果

がまとまりました。昨年に引き続き求

人状況は良好です。就職しても，様々な理由

から早期に離職する傾向がここ数年続いてい

ます。少しでもミスマッチを防ぐように，早

い段階から対策をとる必要があります。 

 ３年次生の進路希望状況  

大学 短大 専門 
公務

員 

就職 
未定 

管内 県内 県外 

2 0 23 5 26 24 11 0 

        

 ２年次生の進路希望状況  

大学 短大 専門 
公務

員 

就職 
未定 

管内 県内 県外 

5 2 47 3 25 16 4 1 

        

 １年次生の進路希望状況  

大学 短大 専門 
公務

員 

就職 
未定 

管内 県内 県外 

7 0 41 6 17 24 3 6 

３年・酒井綾乃さん 作品「読後感」 
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花で地域を元気にします！ 
～馬籠幼稚園児との植栽交流活動～ 

 

■地域交流活動の一環として，本校の人間環境系列農業選択生徒（７人）による植栽活動が，６月

１３日（火）気仙沼市立馬籠幼稚園にて行われました。昨年に引き続いての活動となりました。昨

年度までの２年間，県の志教育地域連携事業として行われていました。今年度は県の指定はありま

せんが，花で地域を元気にしたいという気持ちで行っています。 

 当日は天候に恵まれ，園児（７人）と一緒に園庭の花壇に，ブルーサルビア，ガザニア，ニチニ

チソウの花苗を植樹しました。初めのうちは緊張していたものの，時間とともに打ち解けて仲良く

活動ができました。高校生にとっては，自分たちより年下の子供に説明したり教えることの難しさ

を身をもって体験することができました。花も園児の皆さんも，元気に育ってくださいね。 


